「神様に 祈って 病気 を 治して あげる から、 会って おく 

れ。 顔 を 見せて くれなければ お祈り もき かないよ。 た 

ち どころ に 病気が 治る からさ」 

相 変らず ドア 越しで あるが、 来る たびに 声が 優しく 

な るば かり。 このさき 益々 声が 優しくな るかと 思う と 

ゾッ とする よう だ。 

この 了 $不 乱の 志願者に くらべれば、 弟の 大 伍が 便 

器 を 捧持して 往復す る 姿な どに は 第 一 霊気の 閃きが な 
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「祈って もらえば いいのに。 退屈な 病人 だ」 

見る もの 聞く ものが 妙 子の 気に入らなかった。 しか 



し、 まさか 全 作 を 殺す ような 気性の スッ キリした 人物 

が この 邸内に 居ようと は 考えて いなか つたので ある。 

もっとも、 彼 (つまり 彼女の オヤ ジ) が 殺されて みる 

と、 誰が 彼 を 殺しても モット モ だと 妙 子 は 思った が。 

その 曰 は 月曜 曰で あ つ た。 

なるほど 全 作が 殺されて みると、 この 日 は 朝から 

変った 一 日であった。 

ふだん は 十 時からで あるのに、 この 日 は 七 時 前に 大 



て 下さった のでし ようね」 

フス*ぇ、 そ、 ゥょ」 

成 子はム ッッリ 答えた。 成 子 は 機械と 同じように 習 

慣 的に 行為す る 人であった。 たとえば 勤務 を 終って 出 

ると き 肩 を 並べて 一し よに ドア をく ぐっても、 ハイ、 

と 云って カギを 手渡さずに、 小 卓の 上へ 黙って カギを 

置いて 行く 人であった。 そして、 その 習慣 を 忘れる こ 

とが 考えられない 人で あつ た。 

「カギ が なくなった の？」 

成 子の 目の色 は 深かった。 彼女 も 何 か 思い当つ たよ 

うな 目の色だった。 



物 どもの 雑な 呼吸が こもって いるから 吸う 人の 胸壁 を 

むしばむ 悪 作用が あると 信じて 疑わぬ ォモ ムキが あつ 

た。 

庭木戸 を あけて ヒョ ィ とはい つ てきた 人物が ある。 

見る とォ トメであった。 川 田 を 認めて オト メは 眩いた _ 

「朝から 気ぜ わしく ッて、 心配で、 ジッ として いられ 

ない のよ。 今日、 あの 部屋で 誰か 死ぬ 人が ある わよ。 

オイ ノリして 死神 を 落して さしあげ なくち ゃァ」 

陳列室 を 指して みせた。 そして 小 走りに 走った。 川 

田が 懐中時計 を 改める と、 一時にち かい 時刻だった。 

「ノン ピリと 遊びす ぎた ぞ」 



彼 は 一 同に 挨拶 もせずに 馬車に のッて 銀行へ 戻った _ 

月曜 は 日中い つ ぱい 手の 施しよう がない ほど 習慣の 

行事が 乱れて しまった。 

病人の 昼食 はト— スト 三片と 紅茶で、 大伍 がその 世 

話 をして やる の だが、 控えの間に 用意の パ ンは その ま 

まに 置き ッ放 しであった。 

「コ ンコ ン とおやす みだから、 今日は ほッ とくが よい」 

大伍は 習慣に こだわらなかった。 ナミ子 も こだわら 



て 一 ツー ッ 見て 廻った わ。 人殺しに とり のぼせて 鵞鳥 

の 喚く ような 声で オイ ノリして いる オト メ婆 さんなん 

て つくづく 平凡で ダ ラシがない と 思った のよ。 ノッシ 

ノッシ 一 廻りして きた 川 田 さまの 顔 は 静かな タダの 顔 

でした。 静かな タダの 顔の 怖し さが 身にしみ たのよ」 

妙 子 はこの 言葉 をき いて ビック リ した。 その 静かな 

タダの 顔が アリア リと 目の前に 見える ように 思われた _ 

川 田 は 銀行家 だ。 人殺し も 血 も 墓から 掘り だした 美術 

品 も 人骨 も、 十 円 札と 同じように 一枚々々 数えて いる 

タダの 顔な の だ。 

殺された 全 作 やその 弟の 大伍 は、 同じ 十 円 札 をかぞ 



て 一 一 時. 一 J ろから 七 時 ま で ヒル ネ をして い た の は 奇妙 だ 

が、 ほんと に ヒル ネ していた のか しら。 この 男 は 何 か 

を 偽って いるに 相違ない」 

しかし、 この 時間に は 同時に 成 子 もね ていたの だ。 

そして 彼女 以外の 女た ち は、 成 子の 疑問に 答えて たち 

どころ にこう 証言した であろう。 初老の 鼻 ヒゲ男 は 疑 

いもな くその 時間に は大 イビ キで ねむって いた、 と。 

むしろ 成 子が その 時間に 寝て いた ことの 方が 人々 に は 

信じる 根拠がない。 十 一 時 三十 分に ナミ子に 叩き起さ 

れ てから 彼女が 再びね たか どうか は 誰も 見て いやしな 

いの だ。 



ゴ— ルを 用いて いたと は、 ほほえましい 思いつき だ。 

電気 時代の 今と ちが つ て 昔の 呼び リン は 伏せた 鈴の 上 

の ポチ を 手で チン チンと 叩く のが 普通で あつたが、 リ 

ン の ポチ を 叩く y ^ と よりも ォ ルゴ — ル の 方が カン タン 

だ。 軽い フタ を あければ よい。 四 五分 も 鳴って いる。 

呼び リン を 叩く カはォ ルゴ— ルの 軽い フタ を あける の 

と 同じ ぐら いの 力し かかから な いが 何回も 叩かな けれ 

ばなら ない。 この ォ ルゴ— ルの曲 は 「ホ タルの 光」 だ。 

ォ ルゴ— ルは 美術品で はない。 西洋で はあり ふれた タ 

バコ 入れ か 菓子 入れの ような 日用品 だ。 

「オヤ？」 



ている でしよう。 しかし、 三 万円で も 十万 円で も フシ 

ギ ではない が、 五 万円と いう 金額 はちよ ッ とタダ では 

ない。 五 万円に 限って、 彼の ゥミの 匂いの ようになん 

となく 臭いよう です よ」 

「それ は？」 

「結 城さん は 洋行から お帰りに なって 間 もない から 御 

存知ない かも 知れません が、 あれ は 今から 四 五 年 前に 

なりましょう か。 一 色 又 六の 事件 を 御存知でしょう 

ゝ I 

力」 

「あ い にく 当時 は 洋行 中です」 

r 一 色 又 六 は 群馬県の 小さな 村の 役場の 小 使です。 役 



す。 一般に、 古墳の 石室に は 横に 小さい 入口が ありま 

す。 ところが、 この 古墳 は大 石の フタ を 外さない と 中 

へ ふみこめな いのです。 そのために 千年の 余 も 盗人に 

掘られる ことがなかった のでしょう。 村の 者が 集まつ 

て、 犬が かりに 力 を 合わせて 石 を 一枚 外しました。 す 

ると、 盗掘 をまぬ かれた せいか、 または 特に 貴人の 墓 

のせいで すか、 中から 現れた もの は ビカー の 名品 ぞろ 

いでし かも 多くが 昔の ままの 姿 を そっくり 今にと どめ 

ていたの です。 珍しい 金銀 宝石 を ちりばめた 太刀 も 短 

剣 も そっくりで、 飾りの 金 は 光って いました。 ョ ロイ 

も ありました。 マガ 玉の 類 は ニ千箇 もで たそうで すよ _ 



ふりかえって 時計 を 見た 人々 は、 時報と 同時に 妙な こ 

とが 置 時計の 中で はじまつ たので 驚いた。 装飾の ある 

円柱の 上に 文字盤が ある。 その 円柱の 左右に 一 人ず つ 

の 女の 踊り子の 像が 立って いたが、 時報と 同時に、 こ 

の 踊り子が 踊り はじめた。 踊りながら 円柱 を 各々 半周 

し、 中央で すれちがい、 踊りが 終った ときには、 右に 

いた 踊り子が 左に、 左に いたのが 右に、 入れ違って 静 

止した。 次の 時報に なると、 また 入れ違う のであろう _ 

手の こんだ 置 時計であった。 

「これ は 珍しい 時計 だ」 

と 虎之介が 驚いて 音 を あげる と、 



です ね。 そのと き 兄 は 自首 をす すめ、 外人に だまされ 

て 詐取され たという 言い ヌケも 兄が 教えて やった とい 

うこと です。 そして 一 応 服役して、 それから 品物 を 

持って こい、 五 万円で 買って やる と 約束した と 申して 

いました」 

人々 は タメ ィキ をつ いた。 そして 新 十郎の 質問 を 期 

寺 ソ^。 皮ま^ ヽ ^。 
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「 一 色 は 仏像 を 持 つ てきました か」 

「持って きました。 一尺 五寸 ぐらいの 黄金の 像で、 ま 

さしく 膝に 大きな ダイヤが 光って いました。 兄 は 仏像 

と ダイヤが 別々 に はずされて、 原形 を 失う の を 恐れて 



いました が、 そっくり 原形の ままで、 両手の 指 は 意外 

にもき つく ダイヤ を 抑えて いて、 ミ ジン も 動かない の 

です よ。 そこに 職人の 技術が こもって いるよう だと 兄 

は 感心して いました よ。 仏像 そのものが 美術的に も 名 

品 だと 後で 兄 はもら しました。 彼が 予想 以上に 気に 

入った の は 私に は 一見して 分りました。 もうそう なれ 

ば 五 万円なん ぞは 眼中に ありません。 私に スミを すら 

せ、 筆 をと つて 川 田さん に 一筆した ため、 以下の テン 

マツ はすで に 申 上げた 南. 一 りです _ 

「その 仏像 は どこ へ 置きました か」 

「この 卓の 上です。 置 時計の 横へ おいて、 兄 はねて 眺 



きませんで したね。 私 も 海 舟 先生のお 説が うけたまわ 

れな いので 淋しい のです」 

虎之介 は 煮え きらぬ 顔 だ。 ォ ルゴ— ル のスズ リバ コ 

と は 何 だ？ 海 舟 先生の 邸に はォ ルゴ— ル はなかった 

よう だな。 しかし 先生 も 西洋の こと は 得意 だから、 ォ 

ルゴ— ル のスズ リバ コを海 舟 先生に 解かせたかった。 

新 十郎の 青二才め、 ォ ルゴ— ル なんて 西洋の ォモ チヤ 

で 日本人 をお どかして 威張り やが るな ァ、 ああ 残念 だ 

と 口惜しが つてい る。 一同 は 時 信 家へ 急いだ。 (ここ 

で 一 服、 犯人 をお 当て 下さい) 



「踊り子が うごきだ すと、 糸 を ひッぱ る。 置 時計の 直 

径 は八寸 ほどあります から、 踊り子が ォ ルゴ— ルのフ 

タを あける に は 充分す ぎます よ。 で …… 」 

新 十郎は ニヤ リと 笑って、 ォ ルゴ— ルの箱 を 手に 

とって、 中から スズリ を とりだして 見せて、 

「フタが あいた 拍子に 軽い オル ゴ— ルの 箱が バタンと 

音 をた てて ひッ くり 返りで もす ると ャッ カイです から 

中 ヘス ズリを 入れて おきました。 この 部屋に はいろ い 

ろな 骨董が あるが、 ォ ルゴ— ル の 箱に 入れる- J とがで 

きて ォ モリの 役 を果す 品物と いうと、 まったく スズリ 

ぐらいし かありません。 ォ ルゴ— ル にスミ をつ けて し 
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